
令和５年4月

泉佐野市立児童発達支援センター
児童発達支援「木馬園」
泉佐野市子育て支援課



チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

1
利用定員が指導訓練室等スペースと
の関係で適切である

67% 33%

・基準は満たしているが、利用者全員で
集まる場合狭い。
・音や視覚刺激が多すぎる場所もあり、
工夫が必要。
・狭い保育室があり親子保育時は活動の
制限はあるが、クラスで工夫したり整理
整頓ししている。

部屋の広さについては、基準面積をクリア
していますが、活動によっては十分なス
ペースが確保できず内容が限られてしまう
ことがあります。保育室のスペースの確保
について検討していきます。

2 職員の配置数は適切である 69% 31%

・子どもの状態により担任以外の先生に
応援に入ってもらうことがある。
・場面により足りないと思う時もある。

3

生活空間は、本人にわかりやすく構
造化された環境になっている。また、
障害の特性に応じ、事業所の設備等
は、バリアフリー化や情報伝達等へ
の配慮が適切になされている

43% 57%

・エレベーターがなく、必要な時は、多数
の職員で対応している。2階保育室への
給食の運搬は厳しい状況はある。
・わかりやすく生活できるよう工夫してい
る。
・まだ十分ではないが、できる工夫をして
いっていると思う。
・良好な環境にはまだ足りないところもあ
ると思う(トイレや訓練室への移動経路な

バリヤーフリーの環境が整っていない個
所については、工夫し随時対応していきま
す。

4

生活空間は、清潔で、心地よく過ご
せる環境になっている。また、子ども
達の活動に合わせた空間となってい
る

70% 30%

・建物は古いが、こまめに掃除し、清潔に
するよう心がけている。
・掃除はきちんとし、危険のないよう気を
つけている。
・心掛けているが、まだ工夫していけると
ころはあると思う。
・老朽化している個所があったり、故障も
気になる。
・毎日掃除や消毒をおこなっている。意識
も広まってきている。

施設点検を定期的に行い劣化や修繕が
必要な個所は可能な範囲で迅速に対応
し、引き続き、清潔な生活空間の工夫や子
どもに合わせて安全に過ごせる環境つくり
を工夫していきます。

5
業務改善を進めるためのPDCAサイ
クル（目標設定と振り返り）に、広く職
員が参画している

88% 12%
・個別の会議で共有したり、その都度声
をかけ、意識を深めている。

他職種の職員間での連携を意識し、積極
的に行っています。

6

保護者等向け評価表により、保護者
等に対して事業所の評価を実施する
とともに、保護者等の意向等を把握
し、業務改善につなげている

100% 0%

・保護者アンケートを実施している。 アンケートの結果を職員間で共有し、改善
につなげていきます。

7

事業所向け自己評価表及び保護者
向け評価表の結果を踏まえ、事業所
として自己評価を行うとともに、その
結果による支援の質の評価及び改
善の内容を、事業所の会報やホーム
ページ等で公開している

100% 0%

・市ホームページで公開している。

8
第三者による外部評価を行い、評価
結果を業務改善につなげている

76% 24%
第三者による外部評価は行っていませ
ん。

9
職員の資質の向上を行うために、研
修の機会を確保している

100% 0%

・学習会やセンター主催の研修を行って
いる。
・職員にアンケートを取って、すぐ活かせ
るようにしている。

引き続き研修担当を中心に多くの研修の
機会を設け、職員の資質向上を目指して
いきます。

10

アセスメントを適切に行い、子どもと
保護者のニーズや課題を客観的に
分析した上で、児童発達支援計画を
作成している

100% 0%

・保護者の思いや意見を、クラス、各担当
と共有し個別支援計画を作成している。
また、計画内容について保護者とも確認
している。

11
子どもの適応行動の状況を図るため
に、標準化されたアセスメントツール
を使用している

94% 6%

発達検査の実施。

12

児童発達支援計画には、児童発達
支援ガイドラインの「児童発達支援の
提供すべき支援」の「発達支援（本人
支援及び移行支援）」、「家族支援」、
「地域支援」で示す支援内容から子
どもの支援に必要な項目が適切に選
択され、その上で、具体的な支援内
容が設定されている

100% 0%

・日々の支援やモニタリング等を通して、
保護者と共有し、児童発達支援ガイドライ
ンに基づいて計画を作成するよう努めて
いる。
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チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

13
児童発達支援計画に沿った支援が
行われている

96% 4%
・個々に合わせた計画をもとに日々の療
育に活かすよう意識している。

14
活動プログラムの立案をチームで
行っている

100% 0%

・担当者間で個別支援会議を定期的に行
うことにより、子どもの状況把握や課題分
析ができている。

15
活動プログラムが固定化しないよう
工夫している

92% 8%
・子どもの様子に合わせて立てている。

16
子どもの状況に応じて、個別活動と
集団活動を適宜組み合わせて児童
発達支援計画を作成している

100% 0%

・保育と個別訓練が連携できるよう意識し
ている。
・毎月、全体で各グループの療育内容を
報告、検討し、計画につなげている。

17
支援開始前には職員間で必ず打合
せをし、その日行われる支援の内容
や役割分担について確認している

97% 3%
・毎朝のミーテイングで確認している。

18

支援終了後には、職員間で必ず打
合せをし、その日行われた支援の振
り返りを行い､気付いた点等を共有し
ている

88% 12%

・担任、担当者間で報告・情報共有する
ようにしている。
・任用形態により勤務時間が違うため、
全員でできないこともあるが、終了後にで
きない場合は、必要な児とは療育開始前
に確認している。

19
日々の支援に関して記録をとること
を徹底し、支援の検証・改善につな
げている

100% 0%

・個別日誌の記載。
・時間のないときは、記録を後日記入す
ることもある。

20
定期的にモニタリングを行い、児童
発達支援計画の見直しの必要性を
判断している

100% 0%

・年一回モニタリングを行い必要に応じて
判断している。

21

障害児相談支援事業所のサービス
担当者会議にその子どもの状況に
精通した最もふさわしい者が参画し
ている

96% 4%

・可能な限り関わっている担当者が参加
している。

22
母子保健や子ども・子育て支援等の
関係者や関係機関と連携した支援を
行っている

100% 0%

・保健師や医師との連携、関係機関から
の見学等、連携に努めている。

23

（医療的ケアが必要な子どもや重症
心身障害のある子ども等を支援して
いる場合）
地域の保健、医療、障害福祉、保
育、教育等の関係機関と連携した支
援を行っている

100% 0%

・相談があった場合、医療的ケア児等
コーディネーターが関わり必要に応じて
関係機関と連携して支援している。

24

（医療的ケアが必要な子どもや重症
心身障害のある子ども等を支援して
いる場合）
子どもの主治医や協力医療機関等と
連絡体制を整えている

100% 0%

・相談があった場合、医療的ケア児等
コーディネーターが関わり必要に応じて
関係機関と連携して支援している。

25

移行支援として、保育所や認定こど
も園、幼稚園、特別支援学校（幼稚
部）等との間で、支援内容等の情報
共有と相互理解を図っている

100% 0%

・保育士、訓練士が巡回訪問や引継ぎを
行っている。

26
移行支援として、小学校や特別支援
学校（小学部）との間で、支援内容等
の情報共有と相互理解を図っている

100% 0%

・保育士、訓練士が巡回訪問や引継ぎを
行っている。

27

他の児童発達支援センターや児童
発達支援事業所、発達障害者支援
センター等の専門機関と連携し、助
言や研修を受けている

95% 5%

・市内の児童発達支援事業所との連絡会
を開催し、講師を招いて研修を受ける機
会を設けている。

28
保育所や認定こども園、幼稚園等と
の交流や、障害のない子どもと活動
する機会がある

85% 15%

・新型コロナ感染防止等のため実施でき
ていない。

令和5年度は計画的に実施する予定で
す。

29
（自立支援）協議会子ども部会や地
域の子ども・子育て会議等へ積極的
に参加している

60% 40%

30
日頃から子どもの状況を保護者と伝
え合い、子どもの発達の状況や課題
について共通理解を持っている

100% 0%

・できるだけ多くコミュニケーションを取る
よう心がけている。
・まだ足りないところはあると思うので、送
迎時等に意識的に声をかけていきたい。
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チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

31

保護者の対応力の向上を図る観点
から、保護者に対して家族支援プロ
グラム（ペアレント･トレーニング等）
の支援を行っている

100% 0%

・担当部署の職員が連携しながら行える
ようにしている。

32
運営規程、利用者負担等について丁
寧な説明を行っている

92% 8%

・利用説明会を開催して説明を行ってい
る。

33

児童発達支援ガイドラインの「児童発
達支援の提供すべき支援」のねらい
及び支援内容と、これに基づき作成
された「児童発達支援計画」を示しな
がら支援内容の説明を行い、保護者
から児童発達支援計画の同意を得
ている

100% 0%

・支援内容を保護者と共に確認し、共通
認識となるよう心がけている。

34
定期的に、保護者からの子育ての悩
み等に対する相談に適切に応じ、必
要な助言と支援を行っている

100% 0%

・訓練時や子育て教室で保護者のニード
に応えるようにしている。
・保護者と会話をすることを心がけ、悩み
も話せるようにしている。

35
父母の会の活動を支援したり、保護
者会等を開催する等により、保護者
同士の連携を支援している

100% 0%

・保護者会のあり方に疑問を感じることも
ある。

情報共有を細やかに行い連携を図ってい
きます。

36

子どもや保護者からの相談や申入
れについて、対応の体制を整備する
とともに、子どもや保護者に周知し、
相談や申入れがあった場合に迅速
かつ適切に対応している

96% 4%

・確実にニーズに応える見通しがすぐに
持てない場合は慎重に経過を見ながら伝
えるようにしている。
・必要に応じて誠意をもって対応するよう
心がけている。

37

定期的に会報等を発行し、活動概要
や行事予定、連絡体制等の情報を
子どもや保護者に対して発信してい
る

96% 4%

・園だより・クラスだよりの配布や必要に
応じて臨時のおたよりの配布をしている。

38
個人情報の取扱いに十分注意して
いる

100% 0%
・個人情報の管理場所を決めており、十
分注意している。

39
障害のある子どもや保護者との意思
の疎通や情報伝達のための配慮を
している

100% 0%

・個々に合わせた対応を心がけている。

40
事業所の行事に地域住民を招待す
る等地域に開かれた事業運営を図っ
ている

24% 76%

・コロナ禍であり、行事を減らしたり内容
を変更したりしたので、地域住民は招待
できていない。
・コロナ禍であり難しい。入園前の療育体
験の子どもに少し参加してもらった。

41

緊急時対応マニュアル、防犯マニュ
アル、感染症対応マニュアル等を策
定し、職員や保護者に周知するとと
もに、発生を想定した訓練を実施して
いる

100% 0%

・保護者と共に避難訓練を行った。
・毎月の避難訓練は行っているが、あら
ゆる場面に対応できるよう想定して実施
することが必要。

マニュアルは作成していますが、内容の見
直しの必要はないかを確認し、避難訓練
に活かしていきます。

42
非常災害の発生に備え、定期的に避
難、救出その他必要な訓練を行って
いる

100% 0%

・月1回避難訓練を行っている。

43
事前に、服薬や予防接種、てんかん
発作等のこどもの状況を確認してい
る

100% 0%

・確認はしているが、予防接種まではでき
ていない。

44
食物アレルギーのある子どもについ
て、医師の指示書に基づく対応がさ
れている

100% 0%

・医師の指示書に基づき献立を作成し、
複数のチェック体制をとり提供している。

45
ヒヤリハット事例集を作成して事業所
内で共有している

89% 11%
・所定のファイルに各自記入しており、内
容に応じて全体で共有しているが事例集
の作成はできていない。

46
虐待を防止するため、職員の研修機
会を確保する等、適切な対応をして
いる

96% 4%
・子どもの身体状況をチェックし、あざな
ど虐待が疑われる時は上司に報告し、迅
速に対応している。

47

どのような場合にやむを得ず身体拘
束を行うかについて、組織的に決定
し、子どもや保護者に事前に十分に
説明し了解を得た上で、児童発達支
援計画に記載している

72% 28%

身体拘束等の適正化のための指針に基
づき対応します。
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○この「事業所における自己評価結果（公表）」は事業所全体で行った自己評価です。
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